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　マネジャー業務の1つに職場改
善の取り組みがある．マネジャー
はリハビリテーション分野で働くス
タッフの勤務負担を軽減し，やりが
いのある職場にしたい．一方，患
者からは質の高い医療を提供し
てほしいと期待され，経営者から
はコストの適正化と経営の質を高
める組織目的の実現を求められ
る．リハスタッフ，患者，経営者の
三者にとってwin‒win‒winの関
係をバランスよく高める職場環境
にするには，「何を」「どこまで」考
え，スタッフの協力をどのように得
て運営するのか，課題が複雑で
悩みが多い．マネジメントに関係
する書籍はビジネス系の一般書
が多く，リハ部門運営の舵取りに
直接的に当てはまらないと感じて
いた．
　そこに本書は，リハ施設で比較
的多い職員の“あるある”問題を

「こんな場面に経営学」の項に
トップバッターとして登場させ，読者
の共感に訴え，本書の魅力をア
ピールしている．馴染みの薄い経
営学理論を，職場にある「問題解
決」のプロセスに落とし込み，解

決するための実践方法のヒントが
満載されている．
　本書を薦めるポイントを以下に
列挙する．
①　 経営学理論に基づき実践書と
して書き起こされたものであり，
初めてのマネジャーからトップマ
ネジメントまでの指南書となる．

②　 本書内の「この本の使い方」
の項は，実践に失敗しないよう
にする最大のポイントの「出口
戦略」として捉えることができ
る．

③　 目次の大・中の見出しは，実に
理解を高める戦略となってい
る．

④　 キーワード集は語句の解説文
だけでなく，深掘りされた説明
が視野を広げている．

　①は，本書が編集・執筆の八
木麻衣子氏，岩﨑裕子氏らが経
営学博士を取得し，マネジャーとし
て実践されたさまざまな問題をコ
メディカル組織運営研究会メンバー
とともに事例検討を研鑽された実
践書であることを示している．さ
らに②は，成果を上げたい「使い
方」のレシピがまとめられ，読者が

グループワークやディスカッションに

失敗しないように出口戦略に導く
ものであること．③は，各項の見
出しが単なる補足でなく，将来の
方向性を意識させる意図的な

「動詞」にして読書に働きかけて
いること．④は語句の説明に加
え，深掘りされた内容とエッセンス
をコラムとして散りばめ，さらに専
門的に学ぶための手がかりなど
視野を広げて書かれていることを
示している．
　このたびの指定規則改正によ
り，追加科目として「理学療法管
理学」が必修化された．学生のと
きにマネジメント理論を学ぶメリット
は大きいが，プロフェッショナルにな
る「心構え」も必要である．本書
は経営理論の学び方だけでなく

「心構え」の大事さを説き，心に響
く渾身の書である．スーパーバイ
ザーを初めて経験されるセラピス
ト，初めてのマネジャーを対象に向
けた内容ではあるが，組織マネジ
メントを発揮するすべてのセラピ
ストにとって最善の入門書として
推薦する．
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